
事業部門 部門3 ポストコロナ時代を見据えて顕在化した新たなニーズに対応した総合的・特徴的な取組を行う 事業

事業地域 埼玉県ときがわ町

背景・課題 ①リモートワークによる移住・二地域居住のための空き家ニーズの高まり、②災害の頻発、③DIY消費への注目

目 的 ①住まいのレジリエンスの向上、②コミュニテーの絆づくり、③継続可能なサービスの事業化の展望

連携する団体・役割 住宅医協会：空き家の診断・改修方法のアドバイス、(協)彩の森とき川：地域材の活用のアドバイス、ときがわ町：地
域企業との連携に関するアドバイス、東京都立大学川原研修室（コミュニティデザインに関するアドバイス）

【R４】ＤＩＯ改修による空き家のレジリエンス向上事業（ＮＰＯ木の家だいすきの会）

埼玉県西部の森林地帯を対象に、空き家を活用した移住や二地域居住を推進するため、DIO改修技術研修プログラ
ムを作成し個人のレジリエンス向上を図る。また、クラウドファンディングを活用しコミュニティの絆づくりを促進する。

■ 事業概要

取組フロー
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